
様式第２号の１－①【⑴実務経験のある教員等による授業科目の配置】 

学校名 東北福祉大学 
設置者名 学校法人栴檀学園 

１．「実務経験のある教員等による授業科目」の数 

学部名 学科名 

夜間･

通信

制の

場合 

実務経験のある 

教員等による 

授業科目の単位数 

省令

で定

める

基準

単位

数 

配

置

困

難 
全学

共通

科目 

学部

等 

共通

科目 

専門

科目 
合計 

総合福祉学部 

社会福祉学科 
夜 ・

通信 

18 

72 87 177 13 

福祉心理学科 
夜 ・

通信 
74 40 132 13 

福祉行政学科 
夜 ・

通信 
62 2 82 13 

総合マネジメン

ト学部

産業福祉マネジ

メント学科

夜 ・

通信 
22 

10 24 56 13 

情報福祉マネジ

メント学科

夜 ・

通信 
2 22 46 13 

共生まちづくり

学部 

共生まちづくり学

科 

夜 ・

通信 

18 

8 8 34 13 

教育学部 

教育学科初等教育

専攻 

夜 ・

通信 
53 76 147 13 

教育学部中等教

育専攻 

夜 ・

通信 
66 58 142 13 

健康科学部 

保健看護学科 
夜 ・

通信 
0 71 89 13 

リハビリテーシ

ョン学科理学療

法学専攻

夜 ・

通信 
0 51 69 13 

リハビリテーシ

ョン学科作業療

法学専攻

夜 ・

通信 
0 61 79 13 

医療経営管理学

科 

夜 ・

通信 
6 45 69 13 

総合福祉学部 

（通信教育部） 

社会福祉学科 
夜 ・

通信 
0 21 

0 21 13 

福祉心理学科 
夜 ・

通信 
2 23 13 

（備考）総合マネジメント学部産業福祉マネジメント学科、情報福祉マネジメント学

科については 2025年度募集停止のため、従前の教育課程に基づいて記載。 
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２．「実務経験のある教員等による授業科目」の一覧表の公表方法 
■通学課程 

 本学ホームページにおいて公表 

（https://drive.google.com/file/d/1dcHHWytGPmOD55UuDmo0IBmPDG6X2H-s/view） 

 

■通信教育部 

本学ホームページ＞学部・大学院＞通信教育部＞レポート課題集(シラバス)の「実務経

験のある教員等による授業科目一覧」において公表 

（https://www.tfu.ac.jp/tushin/report/pdf/subject2025.pdf） 

 

 

 

３．要件を満たすことが困難である学部等 

学部等名 

（困難である理由） 
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様式第２号の２－①【⑵-①学外者である理事の複数配置】 
 
 

学校名 東北福祉大学 
設置者名 学校法人栴檀学園 

 

 

１．理事（役員）名簿の公表方法 
本学ホームページにおいて公表（https://www.tfu.ac.jp/aboutus/officer.html） 

 

 

２．学外者である理事の一覧表 

常勤・非常勤の別 前職又は現職 任期 
担当する職務内容 

や期待する役割 

非常勤 会社役員 

令和 7年 6月 17日～ 

4 年以内に終了する会

計年度のうち最終のも

のに関する定時評議員

会の終結の時まで 

組織運営体制への

チェック機能 

非常勤 会社役員 

令和 7年 6月 17日～ 

4 年以内に終了する会

計年度のうち最終のも

のに関する定時評議員

会の終結の時まで 

組織運営体制への

チェック機能 

（備考） 
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様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】 

 

学校名 東北福祉大学 

設置者名 学校法人栴檀学園 

 

 

○厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表の概要 

１．授業科目について、授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法

や基準その他の事項を記載した授業計画書(シラバス)を作成し、公表し

ていること。 
（授業計画書の作成・公表に係る取組の概要） 

■通学課程 
すべての授業科目について、授業の目的、到達目標（学習成果）、授業の概要、授業の

進め方と方法、成績評価の方法と基準、年間の授業計画、その他の事項を記載した授業計
画書(シラバス)を作成し、学生および一般に公表している。作成過程は下記のとおりであ
る。 
毎年度、教務部委員会シラバス小委員会において検討された結果を受けて「シラバス作

成要領」を作成し、学内 Web システムであるユニバーサルパスポートで次年度担当科目の
ある全教員に配布。教員は、Web システム上で各自の担当科目の要領にしたがってシラバ
スを作成する。作成後、「シラバス小委員会」委員が中心となって各学科で「シラバスの第
三者チェック」を行い、その代表者が「シラバス確認終了届」に押印をする。その終了届
を添え、「シラバス小委員会」の代表者が、教務部長宛に「シラバスの適正性に関する確認
報告書」を提出する。 
作成・公表時期は下記のとおりである。 
作成：毎年度末 2 月から 3 月下旬 

公表時期：前年度の 3 月下旬から当該年度の 3 月下旬まで。 

 

 

■通信教育部 

すべての授業科目について、授業の方法及び内容、授業の計画、到達目標、成績評価の
方法や基準その他の事項を記載した授業計画書(シラバス)として『レポート課題集』を作
成し、学生および一般に公表している。作成過程は下記のとおりである。 
毎年度、教務部委員会シラバス小委員会において検討された結果を受けて「シラバス作

成要領」を作成し、次年度担当科目のある全教員に配付。教員は、各自の担当科目の要領
にしたがってシラバスを作成する。作成後、「シラバス小委員会委員」が中心となって各学
科で「シラバスの第三者チェック」を行い、その代表者が「シラバス確認終了届」に押印
をする。その終了届を添え、「シラバス小委員会」の代表者が、教務部長宛に「シラバスの
適正性に関する確認報告書」を提出する。 
作成・公表時期は下記のとおりである。 
作成時期：毎年度末 12 月から 2 月中旬 

公表時期：前年度の 3 月上旬に『レポート課題集』としてホームページ上にて公表。 

 

 

授業計画書の公表方法 

■通学課程 
本学ホームページにおいて公表（https://www.tfu.ac.jp/education/curriculum.html） 

■通信教育部 
本学ホームページにおいて公表（https://www.tfu.ac.jp/tushin/report.html） 

 

２．学修意欲の把握、試験やレポート、卒業論文などの適切な方法により、

学修成果を厳格かつ適正に評価して単位を与え、又は、履修を認定してい

ること。 
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（授業科目の学修成果の評価に係る取組の概要） 

■通学課程 

毎年、教員はシラバスを作成するにあたって、「シラバス作成要領」を参照しなが

ら、「授業時間外の学習（予習・復習等）」「評価の方法・基準」を具体的かつ客観的

に記載している。また、卒業論文の評価については、各学科が「卒業論文・卒業研

究の評価基準、手続き」を定め、ホームページにおいて公表している。（「トップ＞

大学について＞大学の理念＞各種方針＞学修成果の評価の方針＞学修成果の評価の

方針（アセスメント・ポリシー）＞卒業論文・卒業研究の評価基準と手続き」

（https://www.tfu.ac.jp/aboutus/assessment_policy.html） 

 このようにシラバスやホームページなどの手段によって学生にあらかじめ示した

客観的な方法・基準に基づき評価し、単位を認定している。 

 

■通信制課程 
毎年、教員は通信教育部のシラバスにあたる『レポート課題集』を作成するにあたって、

「シラバス作成要領」を参照しながら、「授業時間外の学習（予習・復習等）」「評価の方

法・基準（評価割合）」を具体的かつ客観的に記載している。また、卒業研究の評価につい

ては、「評価基準、手続き」を定め、『レポート課題集』及びホームページにおいて公表し

ている。（「トップ＞学部・大学院＞通信教育部＞レポート課題集(シラバス)＞卒業研究」 

（https://www.tfu.ac.jp/tushin/report/2025/ZZ5991Y.pdf） 

 このように『レポート課題集』やホームページなどの手段によって学生にあらかじめ示

した客観的な方法・基準に基づき評価し、単位を認定している。 

３．成績評価において、ＧＰＡ等の客観的な指標を設定し、公表するとと

もに、成績の分布状況の把握をはじめ、適切に実施していること。 
（客観的な指標の設定・公表及び成績評価の適切な実施に係る取組の概要） 

■通学課程 

1）客観的な指標として「累積ＧＰＡ」を位置づけ、毎年度、大学ホームページにて 

公表している。 

2）算出方法については、次の計算式による。 

GPA=（「秀」の単位数× 4 ＋「優」の単位数× 3 ＋「良」の単位数× 2 ＋「可」の

単位数× 1 ＋「不可」の単位数× 0）／（履修登録した科目の単位数合計（「不可」

「無資格」「放棄」を含む）） 

3)成績評価の適切な実施に関わる取り組みについては、各学生が履修した科目の成 

績に基づき、上の算出方法によって GPAを算出している。 

4）各学年の年度末において GPAが 1.2未満だった場合には、アカデミック（サブ）ア 

ドバイザー（各学年のリエゾンゼミ担当教員等）による面談や学修の仕方のアドバイ 

スを受ける制度があることや、卒業時においては GPAが 1.5未満である場合は「卒業 

認定試験」を受ける必要があることが、各学部の便覧にて周知されている。 

 

■通信制課程 

1）客観的な指標として「通算ＧＰＡ」を位置づけ、算出方法・利用方法は大学ホーム

ページにて公表している。 

2）算出方法については、次の計算式による。 

GPA=（「秀」の単位数× 4 ＋「優」の単位数× 3 ＋「良」の単位数× 2 ＋「可」の

単位数× 1 ＋「不可」の単位数× 0）／（履修登録した科目の単位数合計（「不可」

を含む）） 

3)成績評価の適切な実施に関わる取り組みについては、各学生が履修した科目の成績

に基づき、上の算出方法によって GPAを算出している。 

4）卒業時においては GPAが 1.5未満である場合は「口答試問」を受ける必要があるこ

とが、『学習の手引き』にて周知されている。 
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客観的な指標の 

算出方法の公表方法 

■通学課程

GPAの算出方法、GPA を活用した学修の振り返りや学修支援及び卒業要件

・冊子体として在学生に配布される各学部の便覧の他、

・本学ホームページ（トップ＞メニュー＞在学生の方＞学生便覧 STUDENT

HANDBOOK）にて公表している。 https://www.tfu.ac.jp/students/handbook.htm

l）

■通信制課程

GPAの算出方法、GPA を活用した学修の振り返りや学修支援及び卒業要件

冊子体として在学生に配付される『学習の手引き』の他、本学ホームページ（ト

ップ＞学部・大学院＞通信教育部＞学習の手引き）にて公表している。

（https://www.tfu.ac.jp/tushin/tebiki.html）

４．卒業の認定に関する方針を定め、公表するとともに、適切に実施して

いること。 
（卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要） 

■通学課程

卒業認定・学位の授与に関する方針（ディプロマ・ポリシー）を全学、各学部学科で定

め、HP（トップ ＞大学について ＞大学の理念＞教育方針(3 ポリシー等)＞東北福祉大学

(学部・学科について)＞東北福祉大学の教育方針等において公表している。 

また、本学学則（第 46 条）において卒業の条件が明記されており、HP および学生便覧等

において公表されるとともに、年度初めの新入生および在校生のガイダンスにおいても学

生に周知している。本学の場合、卒業要件単位数 124単位（学科によっては 125単位や 126

単位）と各学科にて定められた科目群ごとに必要単位の修得、卒業時通算 GPA1.50 以上が

求められている。通算 GPA が 1.50 未満の学生に対しては「卒業認定試験」を課し、合格

した者に卒業を認定している。 

■通信制課程

卒業認定・学位の授与に関する方針（ディプロマ・ポリシー）を定め、ホームページ（URL：

https://www.tfu.ac.jp/tushin/tebiki.html）等において公表している。 

 また、通信教育部学則（第 31 条）において卒業要件が明記されており、ホームページお

よび『学習の手引き』等において公表されている。なお、通信教育部では、修業年限 4 年

以上、卒業要件単位 124 単位の修得、各学科にて定められた科目群ごとに必要単位の修得、

「卒業試験」または「卒業研究」に合格、通算 GPA1.5以上が求められている。通算 GPA1.5

未満の学生に対して「口頭試問」を課し、合格した者に卒業を認定している。 

卒業の認定に関する 

方針の公表方法 

本学ホームページにおいて公表 

■通学課程

東北福祉大学の教育方針

（https://www.tfu.ac.jp/aboutus/policy/tfu.html）

東北福祉大学学則

（https://www.tfu.ac.jp/aboutus/regulations.html）

■通信制課程

東北福祉大学通信教育部「学習の手引き」

（https://www.tfu.ac.jp/tushin/tebiki.html）
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様式第２号の４－①【⑷財務・経営情報の公表(大学・短期大学・高等専門学校)】 
 
 

学校名 東北福祉大学 

設置者名 学校法人栴檀学園 

 

 

１．財務諸表等 
財務諸表等 公表方法 

貸借対照表 
本学ホームページにおいて公表 

（https://www.tfu.ac.jp/aboutus/finance.html） 

収支計算書又は損益計算書 
本学ホームページにおいて公表 

（https://www.tfu.ac.jp/aboutus/finance.html） 

財産目録 
本学ホームページにおいて公表 

（https://www.tfu.ac.jp/aboutus/finance.html） 

事業報告書 
本学ホームページにおいて公表 

（https://www.tfu.ac.jp/aboutus/finance.html） 

監事による監査報告（書） 
本学ホームページにおいて公表 

（https://www.tfu.ac.jp/aboutus/finance.html） 

 

 

２．事業計画（任意記載事項） 

単年度計画（名称：令和 7（2025）年度事業計画書  対象年度：2025 年度）  

公表方法：本学ホームページ（https://www.tfu.ac.jp/aboutus/finance.html） 

中 長 期 計 画 （ 名 称 ： 学 校 法 人 栴 檀 学 園 東 北 福 祉 大 学 中 期 事 業 計 画              

対象年度：2025 年度～2029 年度） 

公表方法：本学ホームページ（https://www.tfu.ac.jp/aboutus/m0feu4000001s9dg.html） 

 

 

３．教育活動に係る情報 

（１）自己点検・評価の結果 

公表方法：本学ホームページ（https://www.tfu.ac.jp/aboutus/evaluation.html） 

 

 

（２）認証評価の結果（任意記載事項） 
公表方法：本学ホームページ（https://www.tfu.ac.jp/aboutus/arpn890000001glc-

att/arpn89000000419v.pdf） 
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（３）学校教育法施行規則第 172条の２第 1項に掲げる情報の概要 

 

①教育研究上の目的、卒業又は修了の認定に関する方針、教育課程の編成及び実

施に関する方針、入学者の受入れに関する方針の概要 
学部等名 総合福祉学部（社会福祉学科、福祉心理学科、福祉行政学科） 

教育研究上の目的（公表方法：学部学科とも下記の URLにて公表している） 

学部（https://www.tfu.ac.jp/aboutus/policy/fcw.html） 

社会福祉学科（https://www.tfu.ac.jp/aboutus/policy/dsw.html） 

福祉心理学科（https://www.tfu.ac.jp/aboutus/policy/dwp.html） 

福祉行政学科（https://www.tfu.ac.jp/aboutus/policy/dswa.html） 

 

（概要）総合福祉学部は、多角的視野から教育・研究に取り組み、知識、技術、

社会的実践力を錬磨し、福祉社会の実現に資する人材の育成を目的とする。 

 

※各学科の教育研究上の目的は、上記 URL を参照のこと。 

卒業又は修了の認定に関する方針（公表方法：学部学科とも下記の URL にて公表して

いる） 

 学部（https://www.tfu.ac.jp/aboutus/policy/fcw.html） 

 社会福祉学科（https://www.tfu.ac.jp/aboutus/policy/dsw.html） 

 福祉心理学科（https://www.tfu.ac.jp/aboutus/policy/dwp.html） 

 福祉行政学科（https://www.tfu.ac.jp/aboutus/policy/dswa.html） 

 

（概要）総合福祉学部は、社会、地域、人びとに貢献しようとする強い信念に基

づき、生活上の問題を発見し解決する力、福祉のこころに則り行動する倫理感

観、円滑なコミュニケーションのもとリーダーシップを発揮し協働する力を身

に付け、卒業に必要な所定の単位数や GPA などの要件を満たした者に学位を授

与します。 

 

※各学科の卒業の認定に関する方針は、上記 URL を参照のこと。 
 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法：学部学科とも下記の URL にて公表

している） 

学部（https://www.tfu.ac.jp/aboutus/policy/fcw.html） 

 社会福祉学科（https://www.tfu.ac.jp/aboutus/policy/dsw.html） 

 福祉心理学科（https://www.tfu.ac.jp/aboutus/policy/dwp.html） 

 福祉行政学科（https://www.tfu.ac.jp/aboutus/policy/dswa.html） 

 

（概要）総合福祉学部は、「Well-being」実現のため、人間・環境、社会の相互

作用においてもたらされる不断なダイナミズムを研究します。具体的には、幼

年期から老年期にわたるライフステージにおいて生じる生活課題や地域の多

様な課題を、福祉学、心理学、行政学などの視点から主体的に学び、思考能力

や実践能力など各学科の学位における諸能力が身につく教育課程を編成して

います。 

 

※各学科の教育課程の編成及び実施に関する方針は、上記 URL を参照のこと。 
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入学者の受入れに関する方針（公表方法：学部学科とも下記の URLにて公表している） 

学部（https://www.tfu.ac.jp/aboutus/policy/fcw.html） 

社会福祉学科（https://www.tfu.ac.jp/aboutus/policy/dsw.html） 

 福祉心理学科（https://www.tfu.ac.jp/aboutus/policy/dwp.html） 

 福祉行政学科（https://www.tfu.ac.jp/aboutus/policy/dswa.html） 

（概要）総合福祉学部は、各学科の教育内容を学修するのに十分な基礎学力や論

理的思考力を備え、「広く人々の幸せや福祉の向上に貢献したい」「学んだこ

とを実践に積極的に活かしたい」「多様な文化を理解し共存していきたい」な

どの意欲を有する人材の入学を期待します。 

 

※各学科の入学者の受入れに関する方針は、上記 URL を参照のこと。 
 

 

学部等名 総合マネジメント学部(産業福祉マネジメント学科､情報福祉マネジメント学科) 

教育研究上の目的（公表方法：学部学科とも下記の URLにて公表している） 

学部（https://www.tfu.ac.jp/aboutus/policy/fcm.html） 

 産業福祉マネジメント学科（https://www.tfu.ac.jp/aboutus/policy/dmiw.html） 

 情報福祉マネジメント学科（https://www.tfu.ac.jp/aboutus/policy/dmwi.html） 

 

（概要）総合マネジメント学部は、「IT 関連企業」「金融」「行政」「福祉」「観

光」など幅広い職業人の養成を目的とし、人や社会のさまざまな問題・課題に

取り組むためのマネジメント知識と能力を備え、社会や地域への貢献を実現す

るためのリーダーシップを発揮しうる人材を育成します。 

 

※各学科の教育研究上の目的は、上記 URL を参照のこと。 
 

卒業の認定に関する方針（公表方法：学部学科とも下記の URLにて公表している） 

学部（https://www.tfu.ac.jp/aboutus/policy/fcm.html） 

産業福祉マネジメント学科（https://www.tfu.ac.jp/aboutus/policy/dmiw.html） 

 情報福祉マネジメント学科（https://www.tfu.ac.jp/aboutus/policy/dmwi.html） 

 

（概要）総合マネジメント学部は、社会的ニーズや文化的な要請に応えうる基本

的な知識と技能を体系的に有し、情報収集、分析、問題発見、解決のプロセス

を客観的に評価し、他者と有効なコミュニケーションを図ることができる学生

を輩出します。例えば、社会貢献(奉仕)体験活動やフィールドワークなどの経

験を通して、他者と協調・協働して行動できる。また、自己の良心と社会の規

範やルールに従い行動に移すことが出来る能力を兼ね備えた学生に学位を授

与します。 

 

※各学科の卒業の認定に関する方針は、上記 URL を参照のこと。 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法：学部学科とも下記の URL にて公表

している） 

学部（https://www.tfu.ac.jp/aboutus/policy/fcm.html） 

産業福祉マネジメント学科（https://www.tfu.ac.jp/aboutus/policy/dmiw.html） 

情報福祉マネジメント学科（https://www.tfu.ac.jp/aboutus/policy/dmwi.html） 
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（概要）総合マネジメント学部は、産業福祉マネジメント学科では、「地域・社会

貢献教育(例: プロジェクト実践活動、起業フィールドワークなど)」の実社会

とのつながりが深い実学・実践を重視した学びを取り入れています。情報福祉

マネジメント学科では、高度な ICT 系科目（プログラミング、Web サイト構築、

人工知能論、3DCG 制作、デジタルデザイン等）のみならず、プレゼンテーショ

ン技法、調査・分析法、測定実験等、社会に出てから役に立つ科目が体系的に

用意されています。 

２つの学科に共通するのは、社会・文化的活動、多様性、科学的な考え方、総

合的・多角的な見方を養い、地域の抱える課題を「人間を中心に据えた」福祉

的な視点で見つめ、イノベーティブ（革新的な）思考とビジネス的手法で解決

に挑む、幅広い教養を身につけることができるカリキュラムとなっています。 

 

※各学科の教育課程の編成及び実施に関する方針は、上記 URL を参照のこと。 

入学者の受入れに関する方針（公表方法：学部学科とも下記の URLにて公表している） 

学部（https://www.tfu.ac.jp/aboutus/policy/fcm.html） 

産業福祉マネジメント学科（https://www.tfu.ac.jp/aboutus/policy/dmiw.html） 

情報福祉マネジメント学科（https://www.tfu.ac.jp/aboutus/policy/dmwi.html） 

 

（概要）総合マネジメント学部は、まちづくりや地域経済について関心があり、実

践的な活動を通して主体性を持って地域の人々とともに学ぶ意欲を持ち、地域

に貢献する気持ちを有する人。 

情報科学、社会福祉、マネジメント等を学修するために必要な基礎的な知識と

技能を備え、実践的な活動を通して得られた課題発見力をフィールドワーク等

で役立てることができるスキルを有する学生の入学を期待します。 

 

 

学部等名 共生まちづくり学部（共生まちづくり学科） 

教育研究上の目的（公表方法：学部学科とも下記の URLにて公表している） 

学部（https://www.tfu.ac.jp/aboutus/policy/ficd.html） 

共生まちづくり学科（https://www.tfu.ac.jp/aboutus/policy/icd.html） 

 

（概要）共生まちづくり学部は、現代の地域課題に対応した複合領域の知識と地域

フィールドでの実践的な学びから、地域の経済・社会・観光・文化、イノベー

ションやアントレプレナーシップ、AI 等の ICT を含む実践知を培い、持続可

能な共生のまちづくり、地域づくりに貢献できる人材の養成を目的としていま

す。 

 

※学科の教育研究上の目的は、上記 URL を参照のこと。 

 

卒業の認定に関する方針（公表方法：学部学科とも下記の URLにて公表している） 

学部（https://www.tfu.ac.jp/aboutus/policy/ficd.html） 

共生まちづくり学科（https://www.tfu.ac.jp/aboutus/policy/icd.html） 
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（概要）共生まちづくり学部は、共生のまちづくりの実現に相応しい人材として、

基礎的な理解力、課題発見力および的確な分析力、総合的に課題解決に取り組

むことのできる総合的解決力、そして実践的に取り組むことのできる力を身に

つけたと認められる者に学位を授与します。 

※学科の卒業の認定に関する方針は、上記 URL を参照のこと。

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法：学部学科とも下記の URL にて公表

している） 

学部（https://www.tfu.ac.jp/aboutus/policy/ficd.html） 

共生まちづくり学科（https://www.tfu.ac.jp/aboutus/policy/icd.html） 

（概要）共生まちづくり学部は、持続的で Well-being を実現できるまちづくりに

ついて自らの考えを構築できるよう、共生のまちづくりに関する 3 つの領域

「地域経済・経営領域」「社会起業・地域創生領域」「観光・文化領域」を定

め、学生自身の関心に基づき 3 つの領域から主たる領域を選択しつつ、柔軟に

領域をこえた学びを進めることができるカリキュラムを編成しています。ま

た、1 年次よりフィールドワーク、問題解決型学習（PBL）を中心に、コミュニ

ケーションスキルや他者理解、社会問題を身近にとらえるためにアクティブ・

ラーニングを積極的に取り入れた科目を体系的に設定しています。

※学科の教育課程の編成及び実施に関する方針は、上記 URL を参照のこと。

入学者の受入れに関する方針（公表方法：学部学科とも下記の URLにて公表している） 

学部（https://www.tfu.ac.jp/aboutus/policy/ficd.html） 

共生まちづくり学科（https://www.tfu.ac.jp/aboutus/policy/icd.html） 

（概要）共生まちづくり学部は、共生のまちづくりおよび地域の経済・社会・観光・

文化、イノベーションやアントレプレナーシップ、AI 等の ICT について関心

があり、実践的な活動を通して主体性を持って地域の人々とともに学ぶ意欲を

持ち、地域に貢献する気持ちを有する方の入学を期待します。 

※学科の入学者の受入れに関する方針は、上記 URL を参照のこと。

学部等名 教育学部（教育学科） 

教育研究上の目的（公表方法：学部学科とも下記の URLにて公表している） 

学部（https://www.tfu.ac.jp/aboutus/policy/fe.html） 

教育学科（https://www.tfu.ac.jp/aboutus/policy/de.html） 

（概要）教育学部は、豊かな教養と人間性を基礎に据え、保育・教育への熱意、

高度な専門性、研修意欲等を備え、乳幼児・児童・生徒の保育・教育に柔軟に

対応できる人材を育成する。 

※学科の教育研究上の目的は、上記 URL を参照のこと。 
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卒業の認定に関する方針（公表方法：学部学科とも下記の URLにて公表している） 

学部（https://www.tfu.ac.jp/aboutus/policy/fe.html） 

教育学科（https://www.tfu.ac.jp/aboutus/policy/de.html） 

 

（概要）教育学部は、「考える楽しさ」「学ぶ喜び」を育てる専門職として、乳

幼児・児童・生徒一人ひとりの発達の特性を理解し適切に対応し、学んだ諸能

力を現場で効果的・柔軟に発揮して実践を行い、乳幼児・児童・生徒や保護者

を受容的に支援しながら、自らの「学び」を土台に、自ら考えたことや実践し

たことについて省察する能力を有する学生に学位を授与します。 

 

※学科の卒業の認定に関する方針は、上記 URL を参照のこと。 
 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法：学部学科とも下記の URL にて公表

している） 

学部（https://www.tfu.ac.jp/aboutus/policy/fe.html） 

教育学科（https://www.tfu.ac.jp/aboutus/policy/de.html） 

 

（概要）教育学部は、問題解決型学習（PBL）や協同学習を積極的に活用し学士

力向上をめざしていく科目を配置するのはもちろんのこと、保育士や教員とし

ての情熱や責任感を育み、乳幼児・児童・生徒を理解し一人ひとりの気持ちに

よりそった対応ができるようになるうえで必要な、保育系・教育系・特別支援

教育系の講義・演習・実習などを中心に配置しています。さらに、東北福祉大

学のこれまでの実績をいかして、福祉系科目や心理学系科目等も幅広く学び、

乳幼児・児童・生徒をさまざまな面から支援する方法を総合的に理解できるカ

リキュラムになっています。 

 

※学科の教育課程の編成及び実施に関する方針は、上記 URL を参照のこと。 

 

入学者の受入れに関する方針（公表方法：学部学科とも下記の URLにて公表している） 

学部（https://www.tfu.ac.jp/aboutus/policy/fe.html） 

教育学科（https://www.tfu.ac.jp/aboutus/policy/de.html） 

 

（概要）教育学部は、保育・教育にかかわる者として乳幼児・児童・生徒をとり

まく日常生活や周辺環境で生じる諸課題を広い視野でとらえ、深く理解し対応

できる力が必要になります。そのため入学後の学修や実践に必要な知識を有

し、それらを自律的な学修によって伸ばしていこうとする向上心と意欲、保育・

教育に貢献していこうとする使命感を有する学生の入学を期待します。 

 

※学科の入学者の受入れに関する方針は、上記 URL を参照のこと。 

 

 

 

学部等名 健康科学部（保健看護学科、リハビリテーション学科、医療経営管理学科） 

教育研究上の目的（公表方法：学部学科とも下記の URLにて公表している） 

学部（https://www.tfu.ac.jp/aboutus/policy/fhs.html） 

保健看護学科（https://www.tfu.ac.jp/aboutus/policy/dn.html） 

リハビリテーション学科（https://www.tfu.ac.jp/aboutus/policy/dr.html） 

医療経営管理学科（https://www.tfu.ac.jp/aboutus/policy/dheq.html） 
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（概要）健康科学部は、Well-being な社会を目指し、人間を全人的に捉え、「生

命の尊重」「人としての尊厳」を基盤に持つ人材を養成することを目的として

います。 

 

※各学科の教育研究上の目的は、上記 URL を参照のこと。 
 

卒業の認定に関する方針（公表方法：学部学科とも下記の URLにて公表している） 

学部（https://www.tfu.ac.jp/aboutus/policy/fhs.html） 

保健看護学科（https://www.tfu.ac.jp/aboutus/policy/dn.html） 

リハビリテーション学科（https://www.tfu.ac.jp/aboutus/policy/dr.html） 

医療経営管理学科（https://www.tfu.ac.jp/aboutus/policy/dheq.html） 

 

（概要）健康科学部は、社会人としての一般教養と汎用的能力、人間性、倫理性

を身につけ、保健・医療・福祉の専門職に相応しい知識と実践力を備え、卒業

に必要な所定の単位を修得した者に学位を授与します。 

 

※各学科の卒業の認定に関する方針は、上記 URL を参照のこと。 

 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法：学部学科とも下記の URL にて公表

している） 

学部（https://www.tfu.ac.jp/aboutus/policy/fhs.html） 

保健看護学科（https://www.tfu.ac.jp/aboutus/policy/dn.html） 

リハビリテーション学科（https://www.tfu.ac.jp/aboutus/policy/dr.html） 

医療経営管理学科（https://www.tfu.ac.jp/aboutus/policy/dheq.html） 

 

（概要）健康科学部は、充実した基盤教育科目・全学実践科目とリエゾンゼミに

よる人間性、社会性、倫理性の涵養を図り、医学・医療にかかわる基礎知識か

ら専門的知識への学びの展開を行い、技術の修得と実践力向上のための豊富な

現場実習への融合を行える教育課程を編成しています。さらに、課題研究など

を設けて、応用的思考や創造力の養成を行います。 

 

※各学科の教育課程の編成及び実施に関する方針は、上記 URL を参照のこと。 

 

入学者の受入れに関する方針（公表方法：学部学科とも下記の URLにて公表している） 

学部（https://www.tfu.ac.jp/aboutus/policy/fhs.html） 

保健看護学科（https://www.tfu.ac.jp/aboutus/policy/dn.html） 

リハビリテーション学科（https://www.tfu.ac.jp/aboutus/policy/dr.html） 

医療経営管理学科（https://www.tfu.ac.jp/aboutus/policy/dheq.html） 

 

（概要）健康科学部は、医学・医療について関心を持ち、自らの人間性、社会性、

創造性を高め、本学の建学の精神「行学一如」に則り、保健・医療・福祉の領

域における専門的知識と実践能力を身につけることで社会貢献を目指す方を

求めます。 

 

※各学科の入学者の受入れに関する方針は、上記 URL を参照のこと。 

 

 

 

13

https://www.tfu.ac.jp/aboutus/policy/dheq.html
https://www.tfu.ac.jp/aboutus/policy/dheq.html


学部等名 総合福祉学部（通信教育部）社会福祉学科、福祉心理学科 

教育研究上の目的（公表方法：学科ごと下記の URL にて公表している） 

社会福祉学科（https://www.tfu.ac.jp/tushin/prospective/003/shahuku.html） 

福祉心理学科（https://www.tfu.ac.jp/tushin/prospective/004/shinri.html） 

（概要）多角的視野から教育・研究に取り組み、知識、技術、社会的実践力を錬磨し、福

祉社会の実現に資する人材の育成を目的とする。 

卒業又は修了の認定に関する方針（公表方法：学科ごと下記の URLにて公表している） 

社会福祉学科（https://www.tfu.ac.jp/tushin/prospective/003/shahuku.html） 

福祉心理学科（https://www.tfu.ac.jp/tushin/prospective/004/shinri.html） 

（概要）通信教育部の教育目標を理解し、124単位の単位取得と要件、求められる GPA

を満たした上で、社会福祉学または心理学の知識と技能・技術を修得し、各学科で定

める資質能力について実践を通して理解を深めた人物に学位を授与する。 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法：学科ごと下記の URL にて公表して

いる） 

社会福祉学科（https://www.tfu.ac.jp/tushin/prospective/003/shahuku.html） 

福祉心理学科（https://www.tfu.ac.jp/tushin/prospective/004/shinri.html） 

（概要）通信教育部では、「印刷教材による授業」「面接授業」「放送授業」「メディアに

よる授業」「実習」「卒業研究」「卒業試験」等の多様な学習方法による学習環境を整備

している。 

これらの学習から「社会福祉実践力」または「心理実践力」を身につけます。 

各科目の成績評価は、到達目標の達成度（一部にルーブリック評価を導入）、学修過程（レ

ポート、スクーリングなどへの参加状況）を踏まえて行われる。 

入学者の受入れに関する方針（公表方法：学科ごと下記の URLにて公表している） 

社会福祉学科（https://www.tfu.ac.jp/tushin/prospective/003/shahuku.html） 

福祉心理学科（https://www.tfu.ac.jp/tushin/prospective/004/shinri.html） 

（概要）通信教育部では、「主体性を持って人々とともに学ぶ意欲を持った人」「社会福

祉学または心理学を学び、人々の幸せや福祉に貢献したい人」を求めている。さらに、幅

広い年齢層を対象に学修機会を提供する生涯学習機関として、通信教育の学修方法を理解

し、学びを実践にいかしたいという意欲をもっている方の入学を期待している。 

②教育研究上の基本組織に関すること
公表方法：本学ホームページにおいて公表 

(https://www.tfu.ac.jp/aboutus/disclosure.html) 
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③教員組織、教員の数並びに各教員が有する学位及び業績に関すること 

a.教員数（本務者） 

学部等の組織の名称 
学長・ 

副学長 
教授 准教授 講師 助教 

助手 

その他 
計 

－ 3 人 － 3 人 

総合福祉学部 － 31 人 33 人 12 人 3 人 1 人 80 人 

教育学部 － 25 人 19 人 3 人 1 人 0 人 48 人 

健康科学部 － 22 人 17 人 11 人 18 人 2 人 70 人 

共生まちづくり学部 － 9 人 4 人 1 人 0 人 0 人 14 人 

応用福祉学連係教育課

程 
－ 

0 人 2 人 0 人 0 人 0 人 2 人 

附置研究所 － 1 人 0 人 0 人 0 人 0 人 1 人 

その他 － 0 人 0 人 0 人 0 人 1 人 1 人 

b.教員数（兼務者） 

学長・副学長 学長・副学長以外の教員 計 

 

0 人 

■通学課程   241 人 

■通信制課程  88 人 329 人 

各教員の有する学位及び業績 

（教員データベース等） 
公表方法：本学ホームページにおいて公表 

（https://www.tfu.ac.jp/education/professors.html） 

c.ＦＤ（ファカルティ・ディベロップメント）の状況（任意記載事項） 

 

 

 

 

④入学者の数、収容定員及び在学する学生の数、卒業又は修了した者の数並びに

進学者数及び就職者数その他進学及び就職等の状況に関すること 
a.入学者の数、収容定員、在学する学生の数等 

学部等名 
入学定員 

（a） 

入学者数 

（b） 

b/a 収容定員 

（c） 

在学生数 

（d） 

d/c 編入学 

定員 

編入学 

者数 

総合福祉学部 650 人 775 人 119.2％ 2,510 人 2,562 人 102.0％ 0 人 8 人 

総合マネジメ

ント学部 
 ― ― ― 600 人 653 人 108.8％ 0 人 0 人 

共生まちづく

り学部 
120 人 139 人 115.8％ 120 人 139 人 115.8％ ― 0 人 

教育学部 250 人 285 人 114.0％ 1,000 人 1,067 人 106.7％ 0 人 1 人 

健康科学部 280 人 334 人 119.3％ 970 人 1,064 人 109.6％ 0 人 0 人 

合計 
(通信教育部を除く) 

1,300

人 
1,533 人 117.9％ 5,200 人 5,485 人 105.5％ 0 人 9 人 

総合福祉学部 
(通信教育部) 

800 人 346 人 43.3％ 3,200 人 1920 人 60.0％ 0 人 218 人 

（備考） 

・ 編入学定員は欠員の範囲内 
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b.卒業者数・修了者数、進学者数、就職者数

学部等名 
卒業者数・修了者数 進学者数 

就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

総合福祉学部 
592 人 

（100％） 

17 人 

（2.9％） 

537 人 

（90.7％） 

38 人 

（6.4％） 

総合マネジメ

ント学部

199 人 

（100％） 

1 人 

（0.5％） 

186 人 

（93.5％） 

12 人 

（6.0％） 

教育学部 
245 人 

（100％） 

8 人 

（3.3％） 

229 人 

（93.4％） 

8 人 

（3.3％） 

健康科学部 
244 人 

（100％） 

5 人 

（2.1％） 

229 人 

（93.8％） 

10 人 

（4.1％） 

合計 
1,280 人 

（100％） 

31 人 

（2.4％） 

1,181 人 

（92.3％） 

68 人 

（5.3％） 

（主な進学先・就職先）（任意記載事項） 

【進学先】東北福祉大学大学院、東北大学大学院、福島大学大学院、東京学芸大学教職大学院 他 

【就職先】（国家公務）東北財務局、仙台矯正管区、仙台家庭裁判所、航空自衛隊 他 

（地方公務）青森県、秋田県、宮城県、福島県、仙台市、盛岡市、郡山市 他 

（警察）警視庁、宮城県警察 他/（消防）東京消防庁、仙台市消防、山形市消防 他 

（教員・講師）青森県、秋田県、岩手県、宮城県、山形県、福島県、神奈川県、仙台市 他 

（福祉）宮城県社会福祉協議会、東京都社会福祉事業団 他 

（保健医療）東京大学医学部附属病院、東北大学病院、虎の門病院、北里大学病院 他 

（団体）社会保険診療報酬支払基金、全国健康保険協会、日本年金機構 他 

（企業）アイリスオーヤマ、SBI 新生銀行、住友林業、ディップ、東急リバブル、トヨタ自動車、日本製

紙、日本ケアサプライ、パソナグループ、パナソニック、マイナビ、明治安田生命保険 他 

（備考） 
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c.修業年限期間内に卒業又は修了する学生の割合、留年者数、中途退学者数（任意記載

事項） 

学部等名 

 

入学者数 
修業年限期間内 

卒業・修了者数 
留年者数 中途退学者数 その他 

社会福祉学科 
402 人 

（100％） 

368 人 

（91.5％） 

17 人 

（4.2％） 

19 人 

（4.7％） 

2 人 

（0.5％） 

福祉心理学科 
122 人 

（100％） 

105 人 

（86.1％） 

3 人 

（2.5％） 

10 人 

（8.2％） 

1 人 

（0.8％） 

福祉行政学科 
101 人 

（100％） 

99 人 

（98.0％） 

2 人 

（2.0％） 

1 人 

（1.0％） 

人 

（  ％） 

総合福祉学部 

計 

625 人 

（100％） 

572 人 

（91.5％） 

22 人 

（3.5％） 

30 人 

（4.8％） 

3 人 

（0.5％） 

産業福祉マネジメ

ント学科 

100 人 

（100％） 

94 人 

（94.0％） 

3 人 

（3.0％） 

8 人 

（8.0％） 

人 

（  ％） 

情報福祉マネジメ

ント学科 

104 人 

（100％） 

97 人 

（93.3％） 

4 人 

（3.8％） 

3 人 

（2.9％） 

人 

（  ％） 

総合マネジメント

学部計 

204 人 

（100％） 

191 人 

（93.6％） 

7 人 

（3.4％） 

11 人 

（5.4％） 

人 

（  ％） 

教育学科 
254 人 

（100％） 

241 人 

（94.9％） 

8 人 

（3.1％） 

4 人 

（1.6％） 

2 人 

（0.7％） 

教育学部計 
254 人 

（100％） 

241 人 

（94.9％） 

8 人 

（3.1％） 

4 人 

（1.6％） 

2 人 

（0.7％） 

保健看護学科 
86 人 

（100％） 

80 人 

（93.0％） 

1 人 

（1.2％） 

1 人 

（1.2％） 

人 

（  ％） 

リハビリテーショ

ン学科 

87 人 

（100％） 

77 人 

（88.5％） 

2 人 

（2.3％） 

7 人 

（8.0％） 

1 人 

（1.1％） 

医療経営管理学科 
86 人 

（100％） 

81 人 

（94.2％） 

2 人 

（2.3％） 

4 人 

（4.7％） 

1 人 

（1.2％） 

健康科学部計 
259 人 

（100％） 

238 人 

（91.9％） 

5 人 

（1.9％） 

12 人 

（4.6％） 

2 人 

（0.8％） 

合計 
1,342 人 

（100％） 

1,242 人 

（92.5％） 

42 人 

（3.1％） 

57 人 

（4.2％） 

7 人 

（0.5％） 

（備考） 

 留年の主な理由については、学業不振である。中途退学者の主な理由については、修学意欲の低下、進

路変更（進学、就職）、経済的困窮等である。 

 

 

 

⑤授業科目、授業の方法及び内容並びに年間の授業の計画に関すること 
（概要）すべての授業科目について、授業の方法及び内容、年間の授業計画、到達目標、成績

評価の方法や基準その他の事項が記載した授業計画書(シラバス)（＝通信教育部は『レポート

課題集（シラバス）』）を作成し、学生および一般に公表している。作成過程では、作成要項

を示すとともに「シラバス小委員会委員」が中心となって、担当教員以外の第三者チェックを

行っている。 
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⑥学修の成果に係る評価及び卒業又は修了の認定に当たっての基準に関すること 
（概要） 

（学修成果の評価の基準） 

各科目の担当教員は学生・一般に公表されたシラバス（通信教育部は『レポート課題集（シ

ラバス）』）に具体的かつ客観的に記載された「授業時間外の学習（予習・復習等）」「評価

の方法・基準（評価割合）」など、学生にあらかじめ示した客観的な方法・基準に基づき評価

し、単位を認定している。 

各年度・期間の学修成果の評価の客観的な指標として「累積（通算）ＧＰＡ」を位置づけ、

算出方法・利用方法は大学ホームページにて公表している。 

（卒業認定にあたっての基準） 

卒業要件単位数 124 単位（学科によっては 125 単位や 126 単位）と各学科にて定められた科

目群ごとに必要単位の修得、卒業時通算 GPA1.50 以上、（あわせて通信教育部は「卒業試験」

または「卒業研究」の合格）が求められている。通算 GPA が 1.50 未満の学生に対しては「卒

業認定試験」（通信教育部は「口頭試問」）を課し、合格した者に卒業を認定している。 

（卒業にあたっての学修成果の把握） 

卒業要件達成者が本学が求める学修成果＝「ディプロマポリシー」を達成していることを卒業

時アンケートで検証をしている。 

学部名 学科名 
卒業又は修了に必

要となる単位数 

ＧＰＡ制度の採用 

（任意記載事項） 

履修単位の登録上限 

（任意記載事項） 

総合福祉学部 

社会福祉学科 １２４単位 有・無 ４６単位 

福祉心理学科 １２４単位 有・無 ４６単位 

福祉行政学科 １２４単位 有・無 ４６単位 

総合マネジメント

学部 

産業福祉マネジメント学科 １２４単位 有・無 ４６単位 

情報福祉マネジメント学科 １２４単位 有・無 ４６単位 

共生まちづくり学

部 
共生まちづくり学科 １２４単位 有・無 ４６単位 

教育学部 教育学科 １２４単位 有・無 ４６単位 

健康科学部 

保健看護学科 １２５単位 有・無 ４６単位 

リハビリテーション学科 

理学療法学専攻 
１２４単位 有・無 ４６単位 

リハビリテーション学科 

作業療法学専攻 
１２６単位 有・無 ４６単位 

医療経営管理学科 １２４単位 有・無 ４６単位 

総合福祉学部 

（通信教育部） 

社会福祉学科 １２４単位 有・無 ５０単位 

福祉心理学科 １２４単位 有・無 ５０単位 

ＧＰＡの活用状況（任意記載事項） 公表方法： 

学生の学修状況に係る参考情報 

（任意記載事項） 
公表方法： 

 

 

⑦校地、校舎等の施設及び設備その他の学生の教育研究環境に関すること 
公表方法：本学ホームページにおいて公表 

（https://www.tfu.ac.jp/aboutus/environment.html） 

および学生ポータルサイト・学内掲示による公表 
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⑧授業料、入学金その他の大学等が徴収する費用に関すること

学部名 学科名 
授業料 

（年間） 
入学金 その他 備考（任意記載事項） 

総合福祉 

学部 

社会福祉 

学科 
733,000 円 200,000 円 475,200 円 

施設設備資金（241,000 円） 

教育環境整備費（50,000 円） 

厚生費（20,000 円） 

後援会費（24,200 円） 

休学中の在籍料（120,000 円 年間） 

休学中の厚生費（20,000 円 年間） 

福祉心理 

学科 
733,000 円 200,000 円 510,200 円 

施設設備資金（241,000 円） 

教育環境整備費（50,000 円） 

実験設備維持費（35,000 円） 

厚生費（20,000 円） 

後援会費（24,200 円） 

休学中の在籍料（120,000 円 年間） 

休学中の厚生費（20,000 円 年間） 

福祉行政 

学科 
733,000 円 200,000 円 475,200 円 

施設設備資金（241,000 円） 

教育環境整備費（50,000 円） 

厚生費（20,000 円） 

後援会費（24,200 円） 

休学中の在籍料（120,000 円 年間） 

休学中の厚生費（20,000 円 年間） 

共生まち

づくり 

学部 

共生まち

づくり 

学科 

733,000 円 200,000 円 475,200 円 

施設設備資金（241,000 円） 

教育環境整備費（50,000 円） 

厚生費（20,000 円） 

後援会費（24,200 円） 

休学中の在籍料（120,000 円 年間） 

休学中の厚生費（20,000 円 年間） 

教育学部 教育学科 733,000 円 200,000 円 475,200 円 

施設設備資金（241,000 円） 

教育環境整備費（50,000 円） 

厚生費（20,000 円） 

後援会費（24,200 円） 

休学中の在籍料（120,000 円 年間） 

休学中の厚生費（20,000 円 年間） 

健康科学

部 

保健看護

学科 
1,000,000 円 200,000 円 884,200 円 

施設設備資金（300,000 円） 

教育環境整備費（50,000 円） 

実験設備維持費（250,000 円） 

実習費（100,000 円） 

厚生費（20,000 円） 

後援会費（24,200 円） 

休学中の在籍料（120,000 円 年間） 

休学中の厚生費（20,000 円 年間） 

リハビリ

テーショ

ン学科

1,000,000 円 200,000 円 884,200 円 

施設設備資金（300,000 円） 

教育環境整備費（50,000 円） 

実験設備維持費（250,000 円） 

実習費（100,000 円） 

厚生費（20,000 円） 

後援会費（24,200 円） 

休学中の在籍料（120,000 円 年間） 

休学中の厚生費（20,000 円 年間） 

医療経営

管理学科 
733,000 円 200,000 円 475,200 円 

施設設備資金（241,000 円） 

教育環境整備費（50,000 円） 

厚生費（20,000 円） 

後援会費（24,200 円） 

休学中の在籍料（120,000 円 年間） 

休学中の厚生費（20,000 円 年間） 
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総合福祉

学部（通信

教育部） 

社会福祉

学科 
100,000 円 30,000 円 96,000 円 

施設設備資金（30,000 円） 

卒業に必要な最低限のスクーリング受

講料（56,000 円） 

休学中の在籍料（10,000 円 年間） 

福祉心理

学科 
100,000 円 30,000 円 96,000 円 

施設設備資金（30,000 円） 

卒業に必要な最低限のスクーリング受

講料（56,000 円） 

休学中の在籍料（10,000 円 年間） 

 

 

⑨大学等が行う学生の修学、進路選択及び心身の健康等に係る支援に関すること 
a.学生の修学に係る支援に関する取組 

（概要） 

■通学課程 

 学生支援に関する方針を定め、その中の「修学支援」に関しては、以下のように定め

取り組んでいる。 

1. 学修を円滑にすすめるための学修相談・指導を、教職員が相互連携して実施する。 

また、必要に応じて補習・補充教育を実施する。 

2. 学生自身の学修の履歴、成長の記録等を確認できる仕組みの構築に努め、学生の 

学修を支援する。 

3. 留年者および休・退学者については、その状況把握とデータ管理・分析を行うと 

ともに、早期のケアを含めた対応策を講じながら支援する。 

4. 障がいのある学生が豊かな学生生活を過ごすことができるよう、学修や生活を組 

織的に支援する。 

5. 図書館の機能を充実させ、その適切な活用法の指導を通じて自主的な学習活動を 

支援する。 

    また、経済的支援として大学独自奨学金と授業料減免を実施している。 

 

■通信制課程 

通信教育部ではわかりやすい印刷物を作成し、間違いのないよう学修活動に参加していた

だくことが一番の支援になると考え取り組んでいます。印刷物を読むだけでは不安な方へ

は、電話・メール・郵送・対面・Web 会議システムなど様々な方法で事務室への質問を受け

付けています。入学初年度に学修に取り組めていない学生へ電話相談等を行うことで、最初

の一歩が踏み出せるようサポートしています。また、動画版学習ガイダンスで学修支援を行

っています。 

b.進路選択に係る支援に関する取組 

（概要） 

■通学課程  

「学生支援に関する基本方針」を定め、その中の「進路支援」に関しては、以下のような

方針となっている。なお、この方針は本学ホームページ「各種方針」に記載している。 

1．学生の主体的なキャリア選択につながるよう、初年次キャリア教育を重視し職業への興味

を喚起するようなプログラムを提供する。 

2．学生の多様なニーズに応えるために、学部・学科等との情報共有を図りながら、適切な就

職支援・キャリア教育を実施する。 

3．学生の入学後の就職支援、個別進路相談、講座・ガイダンスの開催、各種セミナーを実施

する。 

4．障がいのある学生・外国人留学生の個性、能力に応じた就職支援・キャリア教育を行う。 

5．卒業および修了後も就職活動を継続する卒業生・修了生に対しての就職支援を実施する。 

上記方針に則った、主な取組は以下の通り。 

◎マッチング事業  

・ 求人情報提供・合同企業セミナー・看護学生向け合同セミナー・リハビリ学生向け合同
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セミナー・単独学内説明会

◎各種ガイダンスや就職・キャリア形成支援講座

・ ４年生フォローアップ講座・未内定者フォロー ・３年生スタートアップガイダンス及び

全員面談・出張キャリアガイダンス(学科単位、ゼミ単位、クラブ単位、サークル単位)・

低学年層向けキャリア講座・公務員希望者向け就職試験対策講座・履歴書、エントリーシ

ート講座 ・面接力アップ講座・企業研究講座 ・就活基礎講座 ・学生個別支援（相談・添

削・模擬面接・グループディスカッション対策等）・協定自治体や労働局と連携した地域

企業イベント、セミナー 等

◎障がい学生へのキャリア支援

・ 障がいのある学生のキャリア支援として、健康管理課・学生相談室をはじめとする学内

の各部署やハローワークと連携し対応

◎卒業生のキャリア支援

・ 卒業生で就職活動継続者や転職希望者に対し「卒後支援」として求人情報提供の他、キ

ャリア相談、書類添削、個別面談など行い就職先決定まで支援

◎間接的支援事業

・ 保護者、保証人を対象とする「教育懇談会」の開催・学科別担当教員との学内連携・電

話による進路の聞き取り調査と個別フォロー・ゼミを介した進路調査

◎単位制就労実習（インターンシップ）

・ キャリア教育の一環として単位制就労実習を実施

■通信制課程

通信教育部の卒業者の活躍を機関誌『With』やホームページで紹介し、刺激にしてもらっ

ています。また、実際の現場を経験している教員が自身の体験を伝えること、学生自身の職

業経験を紹介することで、まわりの学生の刺激になっていることがキャリア教育につながる

と考え取り組んでいます。 

c.学生の心身の健康等に係る支援に関する取組

（概要） 

■通学課程

学生支援に関する方針を定め、その中の「生活支援」に関しては、以下のように定め取り

組んでいる。 

1. 各学部学科・研究科が目標とする人材養成の実現に向けて、学修指導及び福利厚生を充

実させる。

2. 学生が自らの学修に専念することができる環境を整備する。

3. 学生の人間的成長と自立を促すための支援をする。

4. 学生が対等な個人として尊重される快適で安全な環境を提供する。

5. 学生一人ひとりが卒業後の進路を意識し、自らの質的向上を図るための支援をする。

〇 身体の健康に係る支援として、健康管理課（保健室）と学内医療施設が体調不良・病

気、健康診断及びインフルエンザ接種、その他健康指導・相談に対応している。また、ケ

ガについては学生総合補償制度（責任賠償保険）に全学生が自動加入して補償している。 

〇 精神的健康としての心の悩みなどについては、学生支援課や学生相談室での生活相談、

その他悩みの質によって大学付属医療施設で専門的に対応している。また、リエゾンゼミ

担当教員をクラス担任とし、気軽かつ早期に相談ができる体制を確立して対応している。 

■通信制課程

通信教育のため、日々の健康管理は学生の自己管理が基本となります。精神的サポートと

しての心の悩みなどについては、悩みの質によって学内の臨床心理相談室などへつなぐ対応

を行っています。 
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⑩教育研究活動等の状況についての情報の公表の方法 
公表方法：本学ホームページにおいて公表 

(https://www.tfu.ac.jp/aboutus/disclosure.html) 

 

 

○ 総合知を育成するための学生の学びの充実に向けた取り組み 

・建学の精神と教育の理念を基軸として、学部等連係課程制度の活用により総合福祉学

部社会福祉学科を中心として共生まちづくり学部共生まちづくり学科、健康科学部医療

経営管理学科から成る「応用福祉学連係教育課程」を編成し、学生がそれぞれの学科の

学びの特色や強みを総合的に身につけて成長できるよう、学科横断型の学位プログラム

を設置した。 

 

・令和 7 年度から策定した新たな学位プログラムに基づき、その科目選択・設計に資す

ることを目的として、建学の精神・教育の理念を踏まえ、全ての学びとなりうる科目と

して新しく「基盤教育科目」を整備した。また、「基盤教育科目」の学びをさらに深め

るための科目として新しく「全学実践科目」を整備した。 
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（別紙）

１．前年度の授業料等減免対象者及び給付奨学生の数

※

合計（年間）

本表において、多子世帯とは大学等における修学の支援に関する法律（令和元年法律第８号）第４条第２項第
１号に掲げる授業料等減免対象者をいい、第Ⅰ区分、第Ⅱ区分、第Ⅲ区分、第Ⅳ区分（理工農）とは、それぞ
れ大学等における修学の支援に関する法律施行令（令和元年政令第４９号）第２条第１項第２号イ～ニに掲げ
る区分をいう。

年間

679人（　52　　）人

後半期

618人（　45　　）人

309人

45人

学校名

設置者名

東北福祉大学

学校法人栴檀学園

前半期

支援対象者数
※括弧内は多子世帯の学生等（内数）

※家計急変による者を除く。
628人（　30　　）人

318人第Ⅰ区分

学校コード F104310100914

（備考）

158人 158人

内
訳

第Ⅲ区分 122人 106人

（うち多子世帯） （　　　0　　　人） （　　　0　　　人）

（うち多子世帯） （　　　0　　　人） （　　　0　　　人）

第Ⅱ区分

30人第Ⅳ区分（多子世帯）

（うち多子世帯） （　　　0　　　人） （　　　0　　　人）

0人 0人

区分外（多子世帯） 0人 0人

第Ⅳ区分（理工農）

入学金のみ対象1名
家計急変学生のうち1名は後期11月から家計急変採用

家計急変による
支援対象者（年間）

― （　0　　）人

680人（　52　　）人
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年間 前半期 後半期

３月以上の停学 0人

年間計 0人

上記の（２）のうち、学業成績が著しく不良であると認められる者であって、当該学業成績が著しく不良である
ことについて災害、傷病その他やむを得ない事由があると認められず、遡って認定の効力を失った者の数

右以外の大学等
短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専攻科を含む。）、
高等専門学校（認定専攻科を含む。）及び専門学校（修業年限が２
年以下のものに限る。）

0人 人 人

22人 人 人

人 人

14人 人 人

退学 0人

２．前年度に授業料等減免対象者としての認定の取消しを受けた者及び給付奨学生認定の取消しを受け
た者の数

（１）偽りその他不正の手段により授業料等減免又は学資支給金の支給を受けたことにより認定の取消
しを受けた者の数

（備考）

（備考）

修業年限で卒業又は修了できないことが確
定

修得単位数が「廃止」の基準に該当
（単位制によらない専門学校にあっては、履修科目の単
位時間数が廃止の基準に該当）

出席率が「廃止」の基準に該当又は学修意
欲が著しく低い状況

― 人 人

― 人 人

「警告」の区分に連続して該当
※「停止」となった場合を除く。

（３）退学又は停学（期間の定めのないもの又は３月以上の期間のものに限る。）の処分を受けたこと
により認定の取消しを受けた者の数

計

0人

（２）適格認定における学業成績の判定の結果、学業成績が廃止の区分に該当したことにより認定の取
消しを受けた者の数

短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専
攻科を含む。）、高等専門学校（認定専攻科を含
む。）及び専門学校（修業年限が２年以下のもの
に限る。）

右以外の大学等

後半期

年間 0人

前半期年間
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４．適格認定における学業成績の判定の結果、警告を受けた者の数

（２）適格認定における学業成績の判定の結果、停止を受けた者の数

右以外の大学等

短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専
攻科を含む。）、高等専門学校（認定専攻科を含
む。）及び専門学校（修業年限が２年以下のもの
に限る。）

年間 前半期 後半期

ＧＰＡ等が下位４分の１ 26人 人 人

計 83人 人 人

出席率が「警告」の基準に該当又は学修意
欲が低い状況

0人 人 人

（備考）

修得単位数が「警告」の基準に該当
（単位制によらない専門学校にあっては、履修科目の単
位時間数が警告の基準に該当）

0人 人 人

ＧＰＡ等が下位４分の１ 83人 人 人

右以外の大学等

短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専
攻科を含む。）、高等専門学校（認定専攻科を含
む。）及び専門学校（修業年限が２年以下のもの
に限る。）

年間 前半期 後半期

訓告 0人

年間計 0人

３．前年度に授業料等減免対象者としての認定の効力の停止を受けた者及び給付奨学生認定の効力の停
止を受けた者の数

３月未満の停学 0人

（備考）

（１）停学（３月未満の期間のものに限る。）又は訓告の処分を受けたことにより認定の効力の停止を
受けた者の数
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